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研究成果の概要（和文）： 中国における少数民族の文化は、かつては村や氏族共同体において形成された独自
の伝承装置を通して次世代へと伝わったが、中華人民共和国成立後は「二言語教育」の形で学校教育に組み込ま
れ、さらに1980年代以降は新しい教育課程モデルの実施に伴って、より多様な民族文化が教育課程として学校教
育に定着するようになった。
　本研究では、現地調査を通して、少数民族の伝統文化が学校の教育課程として成立するプロセス、その教育課
程の実施状況と課題を明らかにし、グローバル化が急速に進む現代において学校教育が少数民族文化の伝承装置
として働くべき役割、文化多様性の保全に寄与する教育課程モデルの可能性を検証した。

研究成果の概要（英文）：Minority culture in China was originally transmitted to the next generations
 by unique approaches formed in the villages or the clan communities. However, bilingual education 
was implemented widely in schools after the founding of People’s Republic of China, and 
particularly since 1980s, along with the introduction of new curriculum model, more diverse minority
 cultures as curriculum have become established in schooling. 
This study, through field survey, investigated the process, current practice and future tasks of 
curriculum development of minority culture, analyzed the roles of schooling as transmitting method 
of minority culture in modern times with a rapidly proceeded globalization, and examined the 
possibility of development of curriculum model with a purpose of preservation of culture diversity.

研究分野：比較教育学、教育人類学
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１． 研究開始当初の背景 
中国における少数民族の教育は、国民国家

の枠組みにおける「国民教育」と民族文化の

伝承を目指す「民族教育」とが学校教育とい

う時空において両立することを前提として

制度設計されたが、その実施過程において多

くの限界を露呈してきた。とりわけ、「少数

民族の教育」＝「二言語教育」の構図が確

定されるにつれ、少数民族の教育は、事実

上、「民族の言語＋共通語」という一種の方

法論に矮小化される結果となった。「漢語と

民族語の両方に精通した人材の育成」（民漢

兼通）を目的とする二言語教育は、政策に

おいても、またその実践においても民族言

語と普通話（漢語・漢文）の教育課程化と

その教授法に重心が置かれ、少数民族の社

会と経済、歴史と地理、生活様式と習慣、

芸術と宗教、生産活動、体育、儀礼や行事

などを含めた多様な民族文化を教育課程と

して学校教育に導入するメカニズムの形成

を妨げてきたのである。 

また、文字を持たない民族、あるいは文

字を持つとしてもその使用範囲が限られた

民族は、二言語教育の恩恵を得にくい問題

があった。二言語教育は、教授言語の選択

によって、民族言語を教授用言語とした場

合の「漢語導入型」と、漢語を教授用言語

とした場合の「民族語導入型」に分けられ

るが、こうした二言語教育は、事実上、文

字を持ち、しかもその文字が広く使用され

ている場合に限られるケースがほとんどで

あった。文字を持たない民族の場合、言語

学習のための教育課程の編成、或いは言語

を媒体とした民族文化の教育が困難なので

ある。教授用語として用いられる民族言語

は、往々にして「教える手段」であって「学

ぶ内容」ではない。文字を持たない民族に

とって、二言語教育とは結局のところ、「教

授用語の問題」である。民族言語は、小学

校低学年における教授補助言語として用い

られ、漢語による授業が可能になると、い

ずれ教室から姿を消す運命にある。多民族

混合地域の学校においては、授業を行うた

めの教授用語の確立が最も現実的な課題で

ある。西南地域の多民族混合学校では、学

前クラスを設け、子どもたちは義務教育段

階の学習に備えて、一年間の学前教育を通

して教授言語としての漢語を身に付けてい

くのだが、そこでは民族言語の習得が話題

になることはまずない。文字を持たない民

族は、最終的には「他民族の言葉で他民族

の文化を学ぶ」のである。 

こうした中、特に今世紀に入ってから見

られつつある「二言語教育」の限界の克服

を目指した動きが注目される。より幅広い

民族文化を学校教育にカリキュラムとして

導入し、多様な教育方法で民族文化の伝承

を図ろうとする気運が活発化してきたので

ある。学界において民族文化の教育課程化

を扱った論文が急増し、また、学校現場の

実践からも文字をもたない民族や人口規模

の小さい民族の文化が「教室に入る」ケー

スが多くみられるようになった。「少数民族

教育即ち二言語教育」という枠から解放さ

れ、言語に限定されない多様な文化の伝承

を目指すようになった背景として、今世紀

に中国全土でうねりを見せる「伝統への回

帰」の巨大な流れと「国家統一課程+地方

開発課程+学校開発課程」の三段階教育課

程モデルの定着がある。「伝統への回帰」で

は、少数民族の文化は「中華民族の文化を

構成する重要な一部分」として位置づけら

れ、教育課程モデルのチェンジは少数民族

文化の教育課程化を制度的に保障するもの

と理解されるからである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、中国における少数民族教育の

こうした新しい動向を踏まえて、少数民族

の伝統文化が学校の教育課程として成立す

るプロセス、その教育課程の実施状況及び



直面している課題を多角的に検証し、グロ

ーバル化が急速に進む現代における「文化

多様性」の保全とそれに寄与する学校教育

の在り方を明らかにすることを目的とした。

具体的には、従来、「国民教育」を担ってき

た学校教育に少数民族の文化が教育課程と

して定着することを可能にした要因とは何

か、伝承に値する文化は如何なる理由で選

択されるか、それはまた如何なるプロセス

で教育課程として成立し、また如何なる方

法で実施されるか、少数民族の教育課程化

が抱えている課題とは何か、学校教育にお

いて文化多様性の保全に寄与しうる教育課

程とは如何なるものか、等について明らか

にした。 

 
３．研究の方法 
 本研究には質的研究手法が用いられた。

現地調査は、予備調査を通して確定された

雲南省、四川省、貴州省の居住するナシ族、

モソ人、ジノー族、トゥルン族、チャン族、

トン族を主な対象とし、伝統文化の教育課

程化に熱心に取り組んでいる少数民族のエ

リート、学校の教師と生徒、卒業生、保護

者、行政部門の関係者、宗教的職能者…等

を対象としたインタビュー、学校訪問、授

業見学、座談会、現地の祭りや行事への参

加などの方法を用いて実施した。 

 なお、調査は、日本文化人類学会、日本

比較教育学会および神奈川県立保健福祉大

学の研究倫理規定を順守して行った。調査

地域及び日程は以下のとおりである。 

 第 1回（2014年 8月 14日—9月 8日）：

雲南省麗江市白沙小学校、寧浪県落水村小

学校及び浪放小学校、基諾郷民族小学校等

における民族文化の教材化に関する調査、

永寧郷教育関係者のインタビュー、第 2回

（2015 年 8 月 14 日－9 月 8 日）：張勇元

榕江県文化館長へのインタビュー調査（貴

州省凱里市）、榕江県車民小学校における歌

垣伝承の取り組みに関する調査、雲南省独

龍族中心小学校の民族言語教材化に関する

調査、麗江市白沙小学校における東巴文字、

ナシ文化教育に関する調査、第 3回（2016

年 8月 19日—9月 10日）：貴州省榕江県車

民小学校の歌垣と課外活動に関する調査、

雲南省寧浪県落水小学校におけるプミクラ

スの現状に関する調査、永寧中心幼稚園の

設立及び運営に関する調査、モソ人の宗教

的職能者（阿洪生ダバ）のインタビュー、

麗江市白沙小学校におけるナシ文字の取り

扱い方に関する調査、福建省厦門大学にお

ける閩南方言保護に関するインタビュー調

査、第 4回（2017年 8月 17日—9月 16日）：

貴州省威寧県イ族双語学校のカリキュラム

に関する調査、雲南省永寧中学校、浪放小

学校、落水小学校、寧浪民族小学校におけ

る民族文化の伝承に関する調査、寧浪県プ

ミ族のハングイ養成校に関する調査、第 5

回（2018年 3月 23日―30日）：四川省社

会科学院チャン族文化研究者を対象とした

インタビュー調査、ハングイ文化教室の現

状に関する調査（雲南省寧浪県プミ族文化

保護協会）。 

 
４．研究成果 

前述した「三段階教育課程モデル」の実

施は、少数民族が「二言語教育」の枠組み

に拘束されない、より多様な文化の学校教

育への導入に政策的根拠を与えた。西南で

の調査で、少数民族を取り巻く社会環境が

激変する中、少数民族の文化は、もはや保

護し伝承しようとする意識のもと、制度化

された装置に頼らなければ伝承が困難な実

態が明らかになった。ナシ族が民族教育教

材として開発した「白沙—私の故郷」、トン

族の「歌垣の教室入り」の取り組み、モソ

人が開発した「神秘の永寧―モソ人の故郷」

などは、その一例である。 

実在する民族文化の豊富さに対して、学



校教育とは極めて限定的な時空と言わざる

を得ない。このことは、少数民族文化の教

育課程化において、文化選択が重要な課題

となることを意味する。筆者は西南少数民

族地域での事例から、文化選択の要素を以

下のように抽出した。 

①民族的アイデンティティの構築に適し

た象徴的な文化要素であること 

文化伝承の取り組みの背景には、他民族

との間に境界を設け、それを維持していこ

うとする、いわゆる民族的アイデンティテ

ィ表象のニーズがある。アイデンティティ

表象に用いられる文化とは、自他ともに認

める、明確でシンボリックな特性を持つこ

とが求められる。例えば、「音楽の民」を標

榜するトン族は、「歌垣」をアイデンティテ

ィの構築に最も適した文化として選択し、

「歌垣の教室入り」を果たしたのである。 

②実益をもたらす文化資源として開発が

期待されること 

古今東西を問わず、メリットを生まない

文化は伝承されにくい。選ばれて伝わる文

化は、一定のニーズがあり、コストに見合

う何らかの実益をもたらすことが期待され

る。事実、現地の人々は「歌垣」が貴州省

の人気のある「エスニック・ツーリズム」

の資源として開発され、地元に恩恵をもた

らすことを期待している。歌垣は目に見え

る形で恩恵をもたらすのに対して、トン文

は「文字を持つ民族と名乗る時にしか役立

たない」から、事実上、学校教育で本腰を

入れて扱われることはないのである。 

③「個」のニーズに配慮したアプローチ

であること 

今日における文化の伝承をめぐる力学に

は、民族という集団の論理とは必ずしも合

致しない「個」の要因が強く働く。用意さ

れた文化資源を消費せざるを得なかった社

会から、個人が自らのニーズに基づき文化

資源を選択して消費する社会へと時代が移

った。トン族の「歌垣の教室入り」のよう

に、子どもを社会的成功へと導く可能性を

見出せる文化伝承の試みは、広く保護者の

支持を得ることができる。少なくとも「個」

（生徒）の社会的成功を妨げないことが求

められる。建国後に新たに文字を創出した

民族が自らの文字の普及に本格的に取り組

まないことの最大の理由は、それが必ずし

も「個」の成功を約束するものとみなされ

ないからである。西南でのほとんどの事例

は、文化選択の過程において「個」を視野

に入れたアプローチを用いることの必要性

を示唆する。つまり、民族という「集団」

としての文化伝承と「個」としての「社会

的成功」という二つの要請の妥協が求めら

れるのである。 

少数民族の文化の教育課程化は、それが

単に民族文化保存の媒体、または民族文化

の伝承手段であるのみならず、民族の文化

が取捨選択を通して整理される過程であり、

また、新しい内容が加わったり、新しい意

味が付与されたりしつつ、より高いレベル

へと昇華する文化変容の過程でもある。こ

のプロセスは、地域文化資源の観光化と同

様のプロセスと機能を持つものであり、必

ずしも非難されるべきものではない。 

少数民族文化の教育課程化は、中国の少

数民族の教育が新たな段階に入ったことを

示す象徴的出来事ではあるが、いずれの事

例も従来の仕組みを踏襲し、既成の教育シ

ステムに抵触しない範囲内での展開が可能

だった点で共通している。しかし、少数民

族が自らの言語や信仰などの保護・伝承を

求め始めた時、既存の学校教育は種々の構

造的不適応を露わにした。つまり、国民国

家の枠組みにおける「国民教育」と民族文

化の伝承を目指す「民族教育」が学校とい

う空間において両立することを前提に設計

された制度は、その実施過程において 55

の民族の言語や信仰の伝承を受け持つこと



の非現実性を露呈したのである。今日、西

南少数民族地域において、宗教的職能者の

育成校の設置など、自らのニーズに基づい

た教育システムの構築を目指した動きがみ

られる。これらの実践は少数民族の文化伝

承が持つ本質的意義の再検討と、それを担

うシステムの在り方への根源的な問いを内

包したものであり、更に新しい研究テーマ

に発展する可能性を秘めた動きといえる。

今後、文化伝承の実践が教育にシステム変

容をもたらす新しい要因となった背景、民

族言語の保護と聖職者の養成が文字を持た

ない小規模民族の文化伝承における位置づ

け、少数民族自らの文化伝承装置の構築に

向けて制度的モデルの提供可能性の検証等

をこれからの課題としたい。 
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